
令和６年度シラバス（保健体育）  学番７ 新潟県立新潟北高等学校  

教科(科目) 保健体育（体育） 単位数 ２単位 学年 ３学年 

使用教科書 現代高等保健体育（大修館書店） 

副教材等 なし 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 
 
グラデュエーシ
ョン・ポリシー 
 

卒業までにこのような資質・能力を育みます。 

①明確な目標を設定し、その達成に向けて継続的に努力できる力を育成します。 

②主体的・意欲的に学びに向かう姿勢と、誠実で礼儀正しい態度を育成します。 

③前向きに自己の向上に努め、思いやりを持って行動できる力を育成します。 

④自ら課題を見つけて解決しようと行動し、社会に貢献する力を育成します。 

 
カリキュラム・ポ
リシー 
 

上記の資質・能力を育成するため、このような教育活動を行います。 

①基礎的・基本的な学力の定着を図るとともに、ＩＣＴの活用など工夫をし、生徒が主体的・対話的に学習に取り組

めるよう「分かる」授業の実践・改善に努めます。 

②総合的な探究の時間では、教科等横断的な視点で、地域社会と自己との関わりから課題を発見し、多様な他者と協

働して解決しようとする活動に取り組みます。 

③生徒個々の持っている長所・能力を最大限伸ばし、生徒が自らの可能性に挑戦し、進路希望を実現できるようキャ

リア教育を推進します。 

④社会に貢献する姿勢を身に付けさせるために、新潟県立大学との交流、地域行事への参加、ボランティア活動など

への積極的な参加を促進します。 

 

２ 学習目標         
体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって

豊かなスポーツライフを継続するとともに、自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を育成する。 

 

３ 指導の重点                  
・色々な種目を通してスポーツの意義や必要性を理解するとともに、運動の文化的な意義を理解することを目指します。 

・運動技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わえるとともに、審判法、ゲームの運営などについて理解できることを目指します。 

・生徒自らが選択した運動を自ら考え、判断するなどして活動を工夫しながら、一層自発的・自主的に学習する態度を育てます。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

運動の合理的、計画的な実践を通して、
運動の楽しさや喜びを深く味わい、生
涯にわたって運動を豊かに継続でき
るようにするため、運動の多様性や体
力の必要性について理解するととも
に、それらの技能を身に付けようとし
ている。 

生涯にわたって運動を豊かに継続
するための課題を発見し、合理的、計
画的な解決に向けて思考し判断する
とともに、自己や仲間の考えたこと
を他者に伝えようとしている。 

運動における競争や協働の経験を
通して、公正に取り組む、互いに協力
する、自己の責任を果たす、参画する、
一人一人の違いを大切にしようとす
るなどの意欲と、健康・安全を確保し
て生涯にわたって継続して運動に親
しむ態度を身につけようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 評価方法 

 各観点における評価方法は次のとおりです｡ 

 知識・技能  思考･判断･表現  主体的に学習に取り組む態度  

評 

価 

方 

法 

・授業の取り組み(態度、参加状況) 

・実技試験 

・提出物   

について評価基準の３観点から総合的に

評価します。 

・授業の取り組み(態度、参加状況) 

・実技試験 

・提出物   

について評価基準の３観点から総合的に

評価します。 

・授業の取り組み(態度、参加状況) 

・実技試験 

・提出物   

について評価基準の３観点から総合的に

評価します。 

内容のまとまりごとに、各観点「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」で評価します。内容の

まとまりごとの評価基準は授業で説明します。 

 

６ 学習計画                              

月 単元名 教材名 学習活動(指導内容) 時

間 

評価方法 

４ 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

体つくり運動 

 

 

ダンス（民謡） 

 

 ・手軽な運動や律動的な運動を行うことにより自分や仲

間の体や心の状態に気付いたり・体の調子を整えたり

できることが出来るようになる。 

・手軽な運動や規律的な運動を行うことにより仲間との

交流を豊かにする。 

・自己の能力に応じた課題をもって、感情を込めて踊った

り、みんなで楽しく踊ったりして、交流し、発表が出来る

ようにする。 

6 

 

 

4 

・授業の取り組み(態度、参加状況) 

・実技試験 

・提出物   

について評価基準の３観点から総合的

に評価します。 

６ 

 

７ 

 

 

3領域選択① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

器械運動 

武道 

球技 

 

【種目選択について】 

○ 器械運動(マット)は、回転系や巧技系の基本的

な技を滑らかに安定して行い、それらを構成

し演技する。 

○ 武道（柔道）は、相手の動きの変化に応じた基

本動作から、得意技、連絡、変化技を用いて相

手を崩し、攻防する。 

○ 球技は、勝敗を競ったり自己やチームの課題を

解決したりするなど多様な楽しさや喜びを味

わい、技術の名称、体力の高め方、課題の解決

の方法などを理解し、仲間と連携してゲーム

を展開する。 

⇒そのための工夫として  

・ 生徒が自らの興味・関心や能力等に応じて、

積極的に選択して履修する。 

・ ゲームにおいては審判もできるようにする 

・選択種目(以下の領域から希望の多い4種目を取

り上げる) 

男女共通 器械運動(マット)、武道（柔道）、球

技ネット型（卓球） 

男子 球技ゴール型（サッカー）、球技ベースボ

ール型（ソフトボール） 

女子 球技ネット型（バドミントン） 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業の取り組み(態度、参加状況) 

・実技試験 

・提出物   

について評価基準の３観点から総合的

に評価します。 



 

体育理論 

 

・生涯スポーツの見方・考え方 ・ライフスタイ

ルにおうじたスポーツ 

 

3 

８  

 

９ 

 

10 

体育理論 

 

陸上競技 

 

 

長距離走 

・日本のスポーツ振興 ・スポーツと環境 

 

・ロードレースにあわせ、自己の記録を向上する

ための技能を高め、記録の向上の喜びや競争の楽

しさを味わうことが出来るようになる。長い距離

を継続して走ることにより強い精神力が養われる

ようにする。 

3 

 

13 

・授業の取り組み(態度、参加状況) 

・実技試験 

・提出物   

について評価基準の３観点から総合的

に評価します。 

10 

 

11 

12 

３領域選択② 

 

器械運動 

球技 

武道 

 

 

・選択種目(以下の領域から希望の多い３種目を

取り上げる) 

男女共通 器械運動(マット)、球技ネット型（バ

レーボール・卓球・バドミントン） 

武道（柔道） 

15 

１ 

２ 

３ 

３領域選択③ 器械運動 

球技 

武道 

・選択種目(以下の領域から希望の多い３種目を

取り上げる) 

男女共通 器械運動(マット)、球技ゴール型（バ

スケットボール） 

球技ネット型（卓球・バドミントン）、 

武道（柔道） 

 

15 

                                                               計70時間（50分授業） 
          

    

７ 課題･提出物等 
単元ごとに、実技テスト等の課題、提出物があります。 
 

 

８ 担当者からの一言 
積極的に運動の魅力に触れましょう。健康管理に注意し、欠席をせずに一生懸命取り組んでください。 

 

 


